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その場で届くメール、待つ間がまた楽しい手紙。分岐点は30～40代でした。 
でも、手紙を書く女性は年代に関係ないみたい。 
手書きの文字の向こう側に相手の顔が浮かぶから。 
投稿や掲示板への書き込みは、自分のことをわかってもらいたいから。 
日記帳を広げ、たった一人で自分の気持ちと向き合うのも素敵です。 

メール 

まなこ51号　アンケートから 

エッセイ 

手紙 日記 

イラスト 

絵画 

書道 

投稿 

HP作成 

絵手紙 

短歌 

掲示板 

詩 

 

川柳 
俳句 
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　●「わいふ」300号 ● 会報「あんふぁんて」 

●「密着母娘」　 
　　誤った母と正しいつもりの娘 

ぼ し  

読んでも書いても自分が見つかる

投稿誌「わいふ」。30年も前に団

地の主婦たちが創刊したミニコミ誌が、

今では会員が全国で5,000名に。 

再登場ですが、この300号は活気

に満ちています。一回の欠号もなく

出し続け、質の高い投稿は読み応え

充分。読み出すと時間を忘れるほど。

本音で書く重みがずしりと感じられ

ます。 

グ
ル
ー
プ
ワ
イ
フ 

新聞紙上での「子持ち女集まれ！」

の呼びかけに応えて集い、自主保育

やテーマ別イベントなど自主活動を

続ける「あんふぁんての会」。「産

む」「考え出す」「創り出す」とい

うフランス語の意味そのままに、投

稿の内容は子育ての枠を越えて多岐

にわたり、投稿者の年齢層も幅広く、

「女たちにとっての今」が読みとれ、

パワーを感じます。 

あ
ん
ふ
ぁ
ん
て
の
会 

PTAに殴り込みをかけた“過激な母”

とその懐からエイッ！とアメリカまで

飛び立った“ユニークな娘”の往復書簡。

話題は「かわいい孫＝息子」「自分た

ちの親子関係」「母とその母との関係」

を軸に、子育て・女の性と生・社会批

判と、さすが「愛するもののために」「老

親をすてられますか」の著者は相変わ

らず全力投球。その母をやんわり受け

止めスルリと交わす娘とのズレが面白い。 

門野晴子・ 
門野智子著 
(講談社 )



　　


